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テ
レ
ビ
の
視
聴

者
数
で
は
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
凌
ぐ
世

界
最
大
の
ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
。
２

０
１
０
南
ア
フ
リ
カ
大
会
は
ス
ペ
イ

ン
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
日

本
代
表
も
ベ
ス
ト
16
と
躍
進
し
ま
し

た
。

　
代
表
選
手
た
ち
は
力
を
出
し
き
り

ま
し
た
。
勝
敗
は
時
の
運
な
の
で

し
ょ
う
か
？
　
な
ん
と
い
っ
て
も
本

田
圭
佑
選
手
の
活
躍
が
注
目
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
さ
ほ
ど
活
躍
の
チ
ャ

ン
ス
も
な
く
、
今
回
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
は
進
化
し
た
姿
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
摂
津
市
・
鳥
飼
さ
つ
き
園
出
身
の

彼
の
18
年
前
、
初
め
て
サ
ッ
カ
ー

を
指
導
し
た
日
を
思
い
出
し
ま

す
。
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
に
優
れ
、

シ
ュ
ー
ト
練
習
で
は
ゴ
ー
ル
の
枠
を

外
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

常
に
ゴ
ー
ル
前
で
は
冷
静
で
し
た
。

　
ぶ
れ
な
い
意
思
と
常
に
高
み
を
目

指
す
気
持
ち
の
強
さ
は
、
保
育
園
時

代
か
ら
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　
政
治
・
政
治
家
の
ぶ
れ
で
、
保
育

の
進
む
べ
き
道
も
ぶ
れ
な
い
よ
う
に

願
い
た
い
も
の
で
す
。
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だ
ん
じ
り
囃
子
で

盛
大
に
幕
開
け

　
初
日
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
幕
開
け
。「
て
ん
ご
」
メ

ン
バ
ー
の
和
太
鼓
を
使
っ
た
だ
ん

じ
り
囃
子
と
軽
快
な
踊
り
が
参
加

者
を
湧
か
せ
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
集
会
は
全
保
協
ビ

ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
①
子
ど
も
の
育

ち
を
保
障
②
子
育
て
ラ
イ
フ
支
援

③
多
様
な
連
携
と
協
働
④
子
育
て

文
化
を
育
む
⑤
子
育
て
・
子
育
ち

支
援
の
仕
組
み
―
を
テ
ー
マ
に
研

究
活
動
を
深
め
る
の
が
狙
い
。

　
大
阪
ら
し
い
演
奏
と
踊
り
の
あ

と
開
会
式
典
が
行
わ
れ
、「
こ
ん

に
ち
は
！
」「
今
日
は
こ
の
大
阪

の
地
に
来
て
く
だ
さ
り
、
お
お
き

に
！
」
と
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議

会
保
育
部
会
の
永
野
治
男
部
会
長

が
歓
迎
挨
拶
と
と
も
に
開
会
宣
言
。

　
引
き
続
き
主
催
者
か
ら
、
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
保
育
協
議
会
の
伊
藤
義

明
会
長
、
大
阪
府
か
ら
綛
山
哲
男

副
知
事
、
堺
市
の
芳
賀
俊
洋
副
市

長
、
全
国
保
育
協
議
会
の
万
田
康

副
会
長
、
全
国
保
育
士
会
の
三
上

智
代
副
会
長
が
祝
辞
。
高
槻
市
子

ど
も
部
の
古
村
保
夫
部
長
、
東
大

阪
市
福
祉
部
の
立
花
静
部
長
も
来

賓
で
列
席
、
盛
大
な
大
阪
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
保
育
を
取
り
巻
く
環
境
や
制
度

の
変
化
が
注
目
さ
れ
る
中
、
大
阪

府
の
綛
山
副
知
事
は
「
子
育
て
支

援
、教
育
日
本
一
」
を
目
指
す
「
こ

ど
も
・
未
来
プ
ラ
ン
」
策
定
へ
の

取
り
組
み
、
ま
た
、
堺
市
の
芳
賀

副
市
長
は「
虐
待
ゼ
ロ
を
目
指
す
」

「
待
機
児
童
の
解
消
」
な
ど
へ
の

積
極
的
取
り
組
み
を
明
ら
か
に
さ

れ
ま
し
た
。

　
全
保
協
の
万
田
副
会
長
は
「
子

ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
」
に

改
め
て
触
れ
、
今
後
の
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
の
保
障
、
地
方
へ

の
権
限
移
譲
に
伴
う
国
の
関
与
、

財
源
の
確
保
な
ど
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
最
善
の
利
益
が
保
障
さ
れ

る
よ
う
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
滋
賀
県
で
開
催

　
２
日
目
は
記
念
講
演
の
あ
と
、

閉
会
式
が
行
わ
れ
、
次
期
開
催
予

定
の
滋
賀
県
を
代
表
し
、
滋
賀
県

保
育
協
議
会
会
長
で
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
保
育
研
究
集
会
滋
賀
大
会
準
備

委
員
会
委
員
長
の
高
木
文
善
氏
が

挨
拶
。
歓
迎
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め

同
県
の
保
育
士
に
よ
る
県
民
歌
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は
７

月
21
、
22
の
両
日
、
琵
琶
湖
畔
の

滋
賀
県
立
芸
術
劇
場
び
わ
湖
ホ
ー

ル
な
ど
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
最
後
に
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議

会
保
育
部
会
副
部
会
長
で
今
保
育

研
究
集
会
の
実
行
委
員
長
、
嶋
田

典
之
氏
が
挨
拶
さ
れ
閉
幕
し
ま
し

た
。

�
（
美
加
の
台
保
育
園
Ｙ
・
Ｋ
）

　
平
成
22
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
保
育
研
究
集
会
が
７
月
16
、
17
の
両

日
、
大
阪
・
中
之
島
の
大
阪
国
際
会
議
場
と
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
、
各
府
県
市
か
ら
約
１
１
０
０
人
が
参
加
。
行
政
報
告
、

交
流
会
、
記
念
講
演
な
ど
の
ほ
か
、
分
科
会
で
は
子
育
て
ラ
イ
フ
支

援
、
多
様
な
連
携
と
協
働
な
ど
を
テ
ー
マ
に
活
発
な
研
究
発
表
が
行

わ
れ
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

（
２
、
３
面
に
も
記
事
）

子育て支援、連携など熱っぽく

各
府
県
市
か
ら
参
加
１
１
０
０
人

永野部会長より開会宣言

　近畿ブロック保育研究集会、大阪で開く
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的
・
一
元
的
な
制
度
を
構
築
。

②�

「
利
用
者
本
位
の
仕
組
み
の
導

入
」
は
利
用
者
本
位
の
保
育
制

度
に
向
け
た
抜
本
的
な
改
革
が

必
要
。

③�

「
多
様
な
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
、
潜
在
需
要
に
対
応
し
た

量
的
拡
大
」
に
つ
い
て
は
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ュ
ー
、
イ

コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
よ
る

株
式
会
社
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
事

業
者
の
参
入
促
進
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
の
向
上
の
検
討
が
必
要
。

④�

「
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
提
供
」
に
つ
い
て
は
基
礎

自
治
体
（
市
町
村
）
が
実
施
主

体
と
な
る
。

⑤�

「
安
定
的
・
継
続
的
な
費
用
確

保
」
は
社
会
全
体
（
国
・
地
方
・

事
業
主
・
本
人
）
に
よ
る
費
用

負
担
（
財
源
確
保
）
が
必
要
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム

の
基
本
制
度
案
要
綱
の
目
的
・
方

針
、
新
シ
ス
テ
ム
と
は
何
か
に
つ

い
て
は
、

◦�

政
府
の
推
進
体
制
・
財
源
の
一

元
化

　
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・
児
童

家
庭
局
の
今
里
譲
氏
は
行
政
報
告

の
な
か
で
、
は
じ
め
に
幼
保
一
体

化
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
４
月
の

施
行
を
目
指
し
、
子
ど
も
・
子
育

て
新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
制
度
案
要

綱
を
23
年
通
常
国
会
に
法
案
と
し

て
提
出
す
る
た
め
、
現
場
の
声
を

聞
き
、
み
ん
な
で
作
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
、
同
基
本
制
度
案
要
綱

を
と
り
ま
と
め
る
ま
で
の
次
世
代

育
成
支
援
の
構
築
に
向
け
た
検
討

経
緯
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
新
た
な
次
世
代
育

成
支
援
の
た
め
の
包
括
的
・
一
元

的
な
制
度
構
築
の
検
討
事
項
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
。

①�

「
育
児
休
業
～
保
育
～
放
課
後

対
策
へ
の
切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ

ス
保
障
」
に
つ
い
て
は
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
た
め
の
包
括

行政報告

◦�

社
会
全
体
（
国
・
地
方
・
事
業

主
・
個
人
）
に
よ
る
費
用
負
担

◦
基
礎
自
治
体（
市
町
村
）の
重
視

◦
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

◦�

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

の
実
現

―
な
ど
で
あ
る
と
強
調
。

　
幼
保
一
体
化
に
つ
い
て
は
最
後

に
再
度
触
れ
、「
現
場
も
多
く
の

情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、
そ
れ
を
吟

味
し
て
く
だ
さ
い
。
仕
組
み
を
よ

り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
現

場
の
声
が
必
要
。
そ
れ
が
日
本
の

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
を
良
く
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

（
南
河
学
園
附
属
国
分
保
育
園

�

Ｙ
・
Ｉ
）

　「
食
べ
て
、
動
い
て
、
よ
く

寝
よ
う
！
」
と
題
し
て
、
早
稲

田
大
学
人
間
科
学
学
術
院
教
授

の
前
橋
明
氏
が
記
念
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　
近
年
の
子
ど
も
た
ち
は
①
睡

眠
リ
ズ
ム
の
乱
れ
②
摂
食
リ
ズ

ム
の
乱
れ
③
運
動
不
足
の
３
つ

の
問
題
を
抱
え
、
昼
夜
の
体
温

リ
ズ
ム
を
つ
か
さ
ど
る
自
律
神

多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
実
現

費
用
負
担
は
社
会
全
体
で

今
里 

譲
氏
が
強
調

こ
れ
は
精
神
的
不
安
定
さ
に
も

つ
な
が
り
、
学
力
低
下
や
体
力

低
下
の
原
因
と
な
る
と
極
め
て

科
学
的
に
説
明
。

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
幼
児
は
特
に
、
午
後
９
時
ま

で
に
就
寝
し
、
夜
間
の
連
続
し

た
10
時
間
以
上
の
睡
眠
が
大
切

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
家
庭
で
は
、
カ
ー
テ
ン

の
生
地
を
薄
く
し
て
朝
の
光
を

浴
び
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た

り
、
起
床
の
時
に
子
ど
も
の
好

き
な
曲
を
流
す
な
ど
視
覚
や
聴

経
の
機
能
低
下

か
ら
ホ
ル
モ
ン

分
泌
リ
ズ
ム
の

乱
れ
を
生
じ
さ

せ
て
体
調
不
良

に
な
っ
て
い
る
、

　
そ
う
い
う
状
態
に
な
ら
な
い

た
め
に
重
要
な
の
は「
食
べ
て
・

動
い
て
・
よ
く
寝
よ
う
」
の
３

つ
が
基
本
と
い
う
。
朝
食
は
睡

眠
で
低
下
し
た
体
温
を
上
げ
、

か
ら
だ
を
活
性
化
す
る
。
運
動

に
よ
っ
て
自
立
神
経
の
働
き
が

良
く
な
り
、
意
欲
的
、
自
発
的

に
行
動
で
き
る
力
を
養
い
、
心

地
良
い
疲
れ
で
質
の
良
い
睡
眠

覚
、
臭
覚
を
刺

激
す
る
方
法
を

紹
介
。
生
活
の

中
で
１
つ
改
善

す
る
と
、
連
鎖

に
よ
り
生
活
リ

記念講演

食
べ
て
、動
い
て
、よ
く
寝
よ
う

　

一
点
突
破
で
生
活
リ
ズ
ム
改
善

早
稲
田
大
教
授
　
前
橋 

明
氏 

仕組みづくりに現場の声を
 ―新制度構築へ強いメッセージ

今里 譲 氏

前橋 明 氏

生活リズムが与える影響について講演

ズ
ム
が
改
善
す
る
。「
一
点
突

破
」
が
「
全
面
突
破
」
へ
つ
な

が
る
と
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ

れ
ま
し
た
。

　
乳
幼
児
期
の
成
長
に
深
く
関

わ
る
保
育
、
保
護
者
へ
の
継
続

的
か
つ
活
動
的
な
働
き
か
け
の

重
要
性
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

�
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第５分科会報告

交
流
会
報
告

動
物
園
と
連
携
し
堆
肥
集
め
も

 

︱
大
阪
市
立
味
原
保
育
所

﹁
ト
マ
ト
育
て
﹂の
感
動
を
製
本
化

 

︱
津
田
保
育
園

　「
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
食
育

の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
府
・

市
か
ら
発
表
。

　
大
阪
市
立
味
原
保
育
所
で
は

「
愛
情
い
っ
ぱ
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ

い
、
お
い
し
く
食
べ
よ
う
！
」
を

テ
ー
マ
に
、「
食
べ
た
い
も
の
、

好
き
な
も
の
が
増
え
る
子
ど
も
」

「
食
べ
物
を
話
題
に
す
る
子
ど
も
」

を
目
標
に
食
育
に
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
食
べ
物
へ
の
関
心

を
高
め
る
た
め
、
食
育
ク
イ
ズ
や

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
を
日
常
の
保

育
に
取
り
入
れ
、
菜
園
活
動
で
は

ゴ
ー
ヤ
、
ピ
ー
マ
ン
、
大
阪
の
伝

統
野
菜
、
天
王
寺
か
ぶ
ら
の
栽
培

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
隣
施
設
と
の
連
携
も
活
発
。

眞
田
山
公
園
事
務
所
か
ら
お
い
し

い
野
菜
の
作
り
方
な
ど
を
教
え
て

も
ら
う
ほ
か
、
天
王
寺
動
物
園
か

ら
象
の
堆
肥
を
も
ら
い
、
そ
の
堆

肥
で
じ
ゃ
が
い
も
を
栽
培
、
収
穫

し
た
じ
ゃ
が
い
も
を
象
に
届
け
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
津
田
保
育
園
（
枚
方
市
）
で

は
、
子
ど
も
た
ち
と
家
庭
を
つ
な

ぎ
「
日
々
の
感
動
」
を
伝
え
た
い

と
考
え
、「
ト
マ
ト
育
て
」「
プ
ー

ル
の
野
菜
」「
お
べ
ん
と
う
作
り
」

を
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
ト
マ
ト
育
て
」
で
は
自
分
た

ち
で
苗
か
ら
育
て
、
匂
い
や
感
触

を
味
わ
い
、
驚
き
や
発
見
を
感
じ

て
も
ら
う
。
そ
の
感
動
を
伝
え
る

た
め
、
３
歳
児
で
は
劇
、
４
・
５

歳
児
は
絵
と
言
葉
で
表
現
、
そ
れ

を
製
本
化
（「
あ
り
が
と
う
ト
マ

ト
さ
ん
」）
し
保
護
者
に
渡
さ
れ

ま
す
。「
プ
ー
ル
の
野
菜
」
で
は

野
菜
を
水
に
浮
か
べ
、
野
菜
と
触

れ
合
う
楽
し
い
保
育
を
実
践
。「
お

弁
当
づ
く
り
」
で
は
親
子
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
の
が

ね
ら
い
。
お
別
れ
遠
足
の
弁
当
は

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
手
で
つ
く

る
よ
う
で
す
。

　
助
言
者
の
大
阪
市
立
大
学
大
学

院
教
授
、
春
木
敏
氏
は
「
日
常
茶

飯
事
を
大
切
に
す
る
食
生
活
教
育

が
心
と
身
体
を
育
む
。
食
育
は
子

ど
も
の
た
め
だ
け
で
な
く
保
護
者

や
保
育
者
の
た
め
で
も
あ
る
。
保

育
業
界
が
一
元
化
さ
れ
て
い
く
流

れ
の
中
で
、
保
育
者
は
専
門
家
と

し
て
実
践
力
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
助
言
さ
れ
ま
し
た
。

�

（
大
野
台
保
育
園
Ｒ
・
Ｙ
）

　
平
成
22
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
保

育
研
究
集
会
は
会
員
保
育
園
の
一

致
結
束
し
た
ご
協
力
に
よ
り
無
事

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　「
大
阪
の
人
情
味
溢
れ
る
真
心

の
お
も
て
な
し
」�

を
合
言
葉
に
、

大
阪
府
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
総
勢
１

４
０
人
の
ス
タ
ッ
フ
に
ご
尽
力
賜

り
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
研
究
集
会
は
大
阪
の
保

育
部
会
の
総
力
を
あ
げ
た
大
会
で
、

近
畿
各
府
県
市
か
ら
も
多
大
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
約
１
１
０
０

人
と
多
く
の
参
加
者
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
滋
賀
県

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
阪
府
か
ら

大
勢
で
参
加
す
る
こ
と
が
恩
返
し

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
２
日
間
、

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
全
て
の
関
係
者
の
皆
様

に
対
し
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

大
阪
の
総
力
を
あ
げ
る

多
大
な
ご
協
力
に
感
謝

実
行
委
員
長
　
嶋
田
典
之

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
箕
面
自
由

学
園
高
等
学
校
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部G
O
L
D
E
N
�B
E
A
R
S

が
登

元
気
・
勇
気
・
笑
顔

も
ら
っ
て
親
睦
深
め
る

場
。
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
日
本
チ
ア

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
９

年
連
続
11
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

た
チ
ー
ム
で
す
。「
元
気
・
勇
気
・

笑
顔
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
中
の

チ
ー
ム
ら
し
く
、
笑
顔
と
は
じ
け

る
元
気
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

参
加
者
も
元
気
を
も
ら
っ
た
よ
う

で
し
た
。

　
引
き
続
き
ス
テ
ー
ジ
は
、
大
阪

府
保
育
部
会
・
北
摂
ブ
ロ
ッ
ク
加

盟
の
保
育
園
の
職
員
で
結
成
さ
れ

た
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
「
き
ら
め
き
☆

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
」
で
す
。

　「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」「
イ
ン
ザ

ム
ー
ド
」、
そ
し
て
「
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
」。
会
場
か
ら

は
手
拍
子
が
巻
き
起
こ
り
ム
ー
ド

は
最
高
潮
。
ア
ン
コ
ー
ル
は
バ
ン

ド
を
指
導
さ
れ
た
落
合
智
子
先
生

も
加
わ
り
「
ア
イ
ア
イ
」
で
締
め

く
く
ら
れ
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
Ｍ
・
Ｈ
）

子どもと家庭つなぐ食育
 ―第５分科会で大阪から発表

きらめき☆オールスターズ

GOLDEN BEARS

津田保育園
角谷洋子園長

絵本「ありがとうトマトさん」
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畷
ア
サ
ヒ
个
丘
保
育
園
は

今
年
、
30
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
、
四
條
畷
市
に
あ

る
定
員
１
８
０
人
の
保
育
園
で

す
。

　
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
同
園

で
は
記
念
の
冊
子
を
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
表
紙
に
は「
繋
げ
る
」

と
題
字
が
添
え
ら
れ
、
裏
表
紙

に
は
「
つ
づ
く
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
園
の
歴
史
と
現
在
に

つ
い
て
た
い
へ
ん
分
り
や
す
い

冊
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
中
の
一
節
を
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
歴
史
の
重
み
と
こ
れ

か
ら
の
責
任
に
つ
い
て
触
れ
た

理
事
長
先
生
の
「
桜
の
苗
木
」

と
い
う
文
章
で
す
。

　「
開
園
時
に
植
樹
し
た
門
前

天
美
北
保
育
園
は
、
今
年

４
月
に
開
園
さ
れ
た
ば

か
り
の
保
育
園
で
す
。
定
員
は

１
７
０
人
。松
原
市
の
近
鉄「
河

内
天
美
」
駅
の
近
く
に
立
地
、

同
駅
近
く
に
あ
る
約
60
年
の
歴

史
を
持
つ
﹃
天
美
保
育
園
﹄
を

母
体
と
し
た
分
園
で
す
（
同
じ

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
他
に
松

原
保
育
園
が
あ
り
ま
す
）。

　
園
の
外
観
は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
打
ち
っ
ぱ
な
し
生
地
の
柱

と
木
目
ル
ー
バ
ー
の
３
階
建
て

の
シ
ッ
ク
で
オ
シ
ャ
レ
な
建
物

で
す
。
従
来
の
保
育
園
舎
の
イ

メ
ー
ジ
を
破
り
、
ち
ょ
っ
と
研

究
所
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
雰
囲

気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
田
畑
に
囲
ま
れ
、
園
庭
も
芝

生
の
緑
化
を
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
園
児
が
頻
繁
に
走
り

回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
や
は
り

芝
生
も
ハ
ゲ
が
ち
。
対
処
法
を

検
討
中
と
の
こ
と
で
す
。

　
園
庭
の
隅
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー

ル
で
作
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
は
、

色
鮮
や
か
な
遊
具
と
は
違
い
、

単
に
土
を
覆
っ
て
い
る
だ
け
の

も
の
で
す
が
、
園
児
の
憩
い
の

場
所
と
し
て
上
々
の
人
気
だ
そ

う
で
す
。

　
そ
こ
か
ら
見
上
げ
る
屋
上

も
、
今
は
ま
だ
低
木
な
が
ら
ツ

ツ
ジ
な
ど
が
植
え
ら
れ
、
こ
こ

で
も
緑
化
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。
植
樹
に
よ
る
緑
と
無
機
質

な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
造
物
と
の

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
素
敵
な
空
間

の
桜
の
苗
木
も
今
で
は
直
径
30

セ
ン
チ
を
超
え
る
大
木
に
成
長

し
、
そ
の
歴
史
の
重
み
を
し
っ

か
り
と
伝
え
て
く
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
過
去
、
現
在
、

未
来
へ
と
続
く
保
育
園
に
与
え

ら
れ
た
使
命
に
思
い
を
馳
せ
ま

す
と
、
歴
史
の
重
み
以
上
に
そ

の
責
任
の
重
大
さ
に
身
の
引
き

締
ま
る
緊
張
感
を
覚
え
ま
す
。

（
中
略
）
国
の
宝
で
も
あ
る
次

代
を
担
っ
て
く
れ
る
大
切
な
子

ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
を
展

望
し
、
開
園
時
に
掲
げ
た
﹃
健

全
な
心
身
の
発
達
を
目
的
と

し
、
最
善
の
保
育
を
目
指
す
﹄

と
し
た
本
園
の
保
育
理
念
に

沿
っ
て
、（
中
略
）
園
児
た
ち

の
成
長
を
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
念
願
し
て
お
り
ま
す
」

　
読
後
、
自
分
の
園
を
思
い
、

身
の
引
き
締
ま
る
想
い
で
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
訪
問
し
た
園
は
、

60
～
１
２
０
人
定
員
の
と
こ
ろ

が
中
心
で
し
た
が
、
同
園
で
特

に
感
じ
た
こ
と
は
、
１
８
０
人

前
後
の
園
児
が
生
活
し
て
い
る

と
い
う
点
で
す
。

　
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、
定

員
増
と
し
、
同
年
齢
２
ク
ラ
ス

制
（
別
室
や
仕
切
り
の
利
用
）

な
ど
を
採
用
し
工
夫
を
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
10
年
前
の
園
舎
拡
張

工
事
で
は
部
屋
数
の
増
加
と
と

も
に
、
各
保
育
室
が
以
前
よ
り

広
く
な
る
よ
う
設
計
さ
れ
た
よ

う
で
す
。
待
機
児
童
解
消
の
た

め
と
は
い
え
、
大
変
な
苦
労
を

伴
う
決
断
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

�

（
編
集
委
員
Ｊ
・
Ｈ
）

を
演
出
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
保
育
理
念
は
、
知
・
徳
・
体

の
一
つ
に
偏
重
す
る
こ
と
な

く
、
無
理
な
く
園
児
の
生
命
力

を
豊
か
な
も
の
に
育
む
こ
と
。

外
部
か
ら
招
い
て
取
り
入
れ
ら

れ
て
い
る
「
英
会
話
」
や
「
体

操
」
の
設
定
保
育
も
そ
の
一
つ

で
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
発
表
会
な
ど
の
行
事

に
つ
い
て
も
、「
本
来
の
目
的

を
忘
れ
て
技
術
面
の
み
の
指
導

に
偏
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

多
角
的
な
視
野
で
も
っ
て
園
児

を
見
つ
め
て
い
き
た
い
」
と
園

長
は
力
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
保
育
園
の
今
後
が
と
て

も
楽
し
み
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
Ｈ
・
Ｍ
）

保育園を
たずねて

410

保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を保育園を

今年４月に開園、園庭・屋上の
緑化図り上々の人気
知・徳・体の一つに
偏らず園児の生命力を育む

松原市 天美北保育園

大きな、大きなサツマイモ

真新しい園舎

３０周年迎え
「繋げる」「つづく」の使命と責任

待機児童解消に向け、
定員増やし180人

四條畷市 畷アサヒヶ丘保育園
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平
成
22
年
10
月
20
日

（
水
）～
22
日（
金
）の
３
日

間
、
和
歌
山
県
民
文
化
会

館
他
に
て
、
第
54
回
全
国

保
育
研
究
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
主
催
・
全
国
保

育
協
議
会
、
和
歌
山
県
保

育
所
連
合
会
他
。

　
開
催
要
綱
・
参
加
申
込

書
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全

保
協
会
報
「
ぜ
ん
ほ
き
ょ

う
」
６
月
号
に
同
封
し
、

全
会
員
保
育
園
に
送
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
ご
入
用
の

園
は
保
育
部
会
事
務
局（
大

阪
府
社
協
・
施
設
福
祉
部
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
　
０
６（
６
７
６
２
）

９
０
０
１

�

（
事
務
局
）

保
育
のまど
47

まど
　
今
年
６
月
に
実
施
し
た
「
感

染
症
対
策
」
に
つ
い
て
の
読
者

ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
２
５
９
个
園

か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。今
回
は
そ
の
結
果

99％の園が
　空気清浄機設置
　　　　感染症対策アンケートに

259ケ園から回答

NO
14.6%

YES
85.4%

YES
64.6%

NO
35.4%

YES
28.2%

NO
71.8%

YES
57.1%

NO
42.9%

YES
92.6%

NO
7.4%

YES
99.6%

NO
0.4%

YES
90.3%

NO
9.7%

その他
3.7%

ジェットタオル
10.1%

ペーパータオル
39.7%

個人タオル
46.4%

ワキ
90.2%

その他
1.7%

口
0.3%

耳
7.6%

YES
91.4%

NO
8.6%

空気清浄機を設置している

検温の方法は？

手洗い後の始末は？

園内でうがいの時間を設けている

Q1 登降園の際に保護者や園児に手
洗いの啓発をしている

Q2 Q7

Q3

Q4 Q9

Q5 保育園に感染症対策マニュアル
があるQ10

保護者や園児、来園者、職員が
消毒できるようアルコール消毒
をしている

Q6 インフルエンザ対策として職
員、園児にマスクの着用を指示
している

Q8 インフルエンザの疑いがあり、
高熱の場合、登園児に熱が下
がっていても医師の意見書を保
育園に提出してもらう

上記８で「はい」と回答された方
にお聞きします。意見書を持参
しなかった場合は保育を行う

の
概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　「
感
染
症
対
策
」
に
つ
い
て
、

１
～
10
の
設
問
に
対
す
る
回
答

を
パ
ー
セ
ン
テ
ー
ジ
に
し
た
結

果
が
別
掲
で
す
。

　
Ｙ
Ｅ
Ｓ
・
Ｎ
Ｏ
設
問
に
共
通

し
て
言
え
る
こ
と
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ

の
割
合
が
た
い
へ
ん
多
く
、
特

に
設
問
７
の
「
空
気
清
浄
機
を

設
置
し
て
い
る
か
」
に
つ
い
て

は
実
に
99
％
の
園
が
Ｙ
Ｅ
Ｓ
と

回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　
設
問
４
の
「
手
洗
い
後
の
始

末
は
？
」
に
対
し
て
の｢

そ
の

他｣

の
回
答
を
ご
紹
介
し
ま
す

と
、「
○
○
の
時
は
個
人
タ
オ

ル
。
□
□
の
時
は
ペ
ー
パ
ー
タ

オ
ル
」
と
い
っ
た
年
齢
や
時
期

（
感
染
症
流
行
時
）
に
よ
っ
て

使
い
分
け
る
と
い
う
回
答
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。

　
設
問
５「
検
温
の
方
法
は
？
」

の
「
そ
の
他
」
の
回
答
で
は
、

サ
ー
モ
フ
ォ
ー
カ
ス
（
非
接
触

式
体
温
計
）
や
赤
外
線
体
温
計

の
使
用
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
設
問
11
「
感
染
症
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
職
員
間
で
の
徹
底
法
」
に

つ
い
て
は
、

◦�

職
員
会
議
、
園
内
研
修
で
の

周
知
徹
底

◦
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
職
員
に
回
覧

が
多
く
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
設
問
12
の
「
保
育
園
で
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
具
体
策
を
教
え

て
く
だ
さ
い
」と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

◦
う
が
い
、
手
洗
い
の
励
行

◦
空
気
清
浄
機
の
設
置

◦
マ
ス
ク
の
着
用

が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。

　
こ
の
設
問
12
に
つ
い
て
は
他

に
も
様
々
な
興
味
深
い
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
次
号
か
ら
ご
紹
介
す
る
予
定

で
す
。�

（
事
務
局
）
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例
年
８
月
に
な
る
と
マ
ス
コ
ミ

が
、
靖
国
神
社
へ
の
首
相
の
参
拝

の
可
否
を
賑
々
し
く
取
り
上
げ
る
。

ま
さ
に
自
虐
！
　
ま
あ
今
年
は
な

い
や
ろ
な
。
国
旗
法
に
反
対
し
た

方
だ
か
ら
。

　
世
界
で
は
、
自
国
の
た
め
に
命

を
捧
げ
た
兵
士
は
大
切
に
葬
ら
れ
、

外
国
の
要
人
は
そ
の
国
の
無
名
戦

士
の
墓
に
花
と
哀
悼
を
捧
げ
る
の

が
国
際
儀
礼
と
な
っ
て
い
る
。
我

が
国
の
墓
は
、
明
治
以
来
、
靖
国

神
社
で
あ
る
。
玉
串
奉
典
を
外
国

の
方
々
に
し
て
い
た
だ
い
て
も
良

い
の
で
は
な
い
か
？
　
や
や
も
す

る
と
戦
犯
も
祀
ら
れ
て
い
る
か
ら

ダ
メ
だ
！
　
と
隣
国
か
ら
言
わ
れ

る
と
、
腰
く
だ
け
に
さ
せ
て
き
た

マ
ス
コ
ミ
！
　
自
国
の
文
化
、
伝

統
な
ど
も
崩
し
て
あ
の
戦
争
は
誤

り
だ
！
　
悪
い
の
は
戦
犯
だ
！

戦
勝
国
に
よ
る
東
京
裁
判
、
勝
て

ば
官
軍
の
論
理
。

　
あ
の
「
公
人
で
す
か
、
私
人
で

す
か
？
」
の
質
問
の
放
映
を
見
る

と
疑
問
に
感
じ
る
。
祖
国
の
た
め

と
信
じ
、
尊
い
命
を
捧
げ
た
方
々

に
、日
本
に
生
ま
れ
、育
っ
た
我
々

が
、
感
謝
と
尊
敬
の
念
を
抱
き
つ

つ
、
柏
手
を
打
つ
こ
と
が
何
故
ダ

メ
な
の
か
？
　
社
務
所
横
に
掲
げ

ら
れ
て
い
る
「
辞
世
の
文
」
を

じ
っ
く
り
詠
む
。
20
歳
前
後
に
し

て
、
素
晴
ら
し
く
、
奥
深
い
ま
た

親
兄
妹
へ
の
想
い
等
々
。

　
昨
年
、
靖
国
に
詣
で
た
際
、
長

い
間
、
先
人
へ
の
尊
敬
と
感
謝
の

思
い
を
寄
進
と
い
う
形
で
果
た
せ

た
こ
と
が
自
分
自
身
の
心
の
中
で

何
か
安
堵
を
感
じ
た
。

　
戦
争
は
絶
対
に
ダ
メ
だ
!!
　
し

か
し
、
攻
め
て
来
ら
れ
た
ら
立
ち

上
が
る
！
　
そ
の
気
概
は
育
て
て

も
ら
い
た
い
⋮
。
今
の
公
立
小
中

学
校
で
は
広
島
や
沖
縄
方
面
に
修

学
旅
行
へ
出
か
け
平
和
へ
の
誓
い

的
な
文
を
読
み
上
げ
る
。
平
和
教

育
と
云
う
そ
う
な
。

　
私
た
ち
戦
争
を
知
ら
な
い
世
代

に
と
っ
て
、
戦
争
と
は
？
　
こ
の

８
月
は
特
に
歴
史
を
検
証
し
、
当

時
の
世
界
情
勢
な
ど
を
顧
み
る
季

節
か
な
？
　
ア
ジ
ア
を
欧
米
列
強

よ
り
開
放
し
た
こ
と
も
知
る
べ
し
。

　
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
問
題
！

憲
法
を
変
え
て
で
も
自
国
民
を
取

り
戻
す
気
概
を
持
つ
国
家
を
望
む

の
は
、
難
し
い
こ
と
や
ろ
う
な
。

　
暑
い
時
に
は
熱
い
モ
ノ
！
　
で
。

首
に
タ
オ
ル
を
引
っ
か
け
て
鍋
で

も
ど
な
い
だ
！
　
鱧
す
き
、
鱧

し
ゃ
ぶ
、
う
ど
ん
も
エ
エ
な
。
焼

鯛
の
頭
に
昆
布
敷
い
て
、
湯
豆
腐

も
う
ま
い
！

　
暑
い
夏
は
体
の
熱
を
冷
ま
し
て

く
れ
る
夏
野
菜
が
旬
。
以
前
も
書

い
た
が
、
旬
の
モ
ノ
ほ
ど
栄
養
価

も
あ
り
う
ま
い
。
生
野
菜
は
梅
ド

レ
ッ
ン
グ
、
も
ろ
き
ゅ
う
、
焼
き

ナ
ス
に
冬
瓜
ス
ー
プ
、
や
は
り
水

ナ
ス
の
浅
漬
け
が
大
将
か
な
？

辛
味
の
効
い
た
牛
ス
ジ
カ
レ
ー
に

な
す
び
を
入
れ
て
も
。

�
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体
の
熱
冷
ま
す
夏
野
菜

８
月
、戦
争
を
考
え
る

ブ
ロ
ッ
ク
だ
よ
り

OSAKA

　
平
成
22
年
度
北
大
阪
ブ
ロ
ッ

ク
会
総
会
が
、６
月
11
日（
金
）、

大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
度
加
入
園
を

含
め
１
１
９
園
か
ら
85
人
が
出

席
、
す
べ
て
の
議
案
を
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
全
国
社
会
福

祉
施
設
経
営
者
協
議
会
会
長
の

高
岡
國
士
氏
が
「
最
近
の
保
育

制
度
の
動
向
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
岡
氏
は
、
民
主
党
政
権
に

変
わ
り
財
源
確
保
の
問
題
を
先

送
り
に
さ
れ
不
安
定
な
中
、
福

祉
を
取
り
巻
く
中
央
情
勢
や
保

育
制
度
の
果
た
す
機
能
に
つ
い

て
指
摘
。

　
ま
た
、
子
ど
も
子
育
て
新
シ

ス
テ
ム
の
基
本
方
向
と
課
題
に

触
れ
た
後
、
こ
れ
か
ら
の
保
育

ブ
ロ
ッ
ク
創
立
30
周
年
の
年
、

一
層
の
団
結
呼
び
か
け

 

亀
井
会
長

 

― 

平
成
22
年
度
総
会

所
経
営
に
つ
い
て
言
及
し
、
幼

保
一
体
化
に
な
っ
た
時
、
幼
稚

園
も
含
め
、
地
域
で
選
ば
れ
る

運
営
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
自

園
の
ニ
ー
ズ
は
何
な
の
か
、
隣

の
園
と
は
ど
う
違
う
の
か
、
そ

の
上
で
ど
ん
な
特
色
を
出
し
て

い
く
の
か
を
分
析
し
乗
り
越
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
、
自
園
は

自
分
で
守
る
べ
き
だ
と
強
調
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
、
亀
井

信
昭
会
長
よ
り
「
こ
の
北
大

阪
ブ
ロ
ッ
ク
総
会
の
出
席
率

　
南
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
民
間
保

育
園
大
運
動
会
が
６
月
23
日

（
水
）、
羽
曳
野
市
コ
ロ
セ
ア
ム

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
障
が
い

物
競
走
、
園
対
抗
リ
レ
ー
、
玉

入
れ
、
綱
引
き
、
じ
ゃ
ん
け
ん

列
車
や
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で

ホ
ー
キ
ポ
ー
キ
を
踊
り
ま
し
た
。

　
園
児
６
６
０
人
、
保
護
者
を

含
め
１
０
０
０
人
を
超
え
る
大

イ
ベ
ン
ト
。
子
ど
も
た
ち
は
雰

囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
し
た
が
、
競
技
が
テ
ン
ポ
良

く
進
む
う
ち
に
、
い
つ
も
の
調

講演する高岡氏

子
を
取
り
戻
し
、
元
気
よ
く
競

技
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
園
対
抗
リ
レ
ー
は

優
勝
チ
ー
ム
に
ト
ロ
フ
ィ
ー
が

授
与
さ
れ
る
た
め
、
子
ど
も
た

ち
も
大
張
り
切
り
。
各
園
を
代

表
し
選
出
さ
れ
た
６
人
の
子
ど

も
は
、
期
待
と
責
任
の
大
き
さ

に
や
や
緊
張
気
味
。
子
ど
も
以

上
に
大
騒
ぎ
の
保
護
者
や
担
任

の
先
生
た
ち
に
見
守
ら
れ
必
死

に
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。
な

か
に
は
バ
ト
ン
を
落
と
す
子
、

こ
ろ
ん
で
し
ま
う
子
と
さ
ま
ざ

ま
。
勝
っ
た
子
の
笑
顔
や
負
け

て
悔
し
い
子
の
涙
。
ど
の
子
ど

も
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
じ
ゃ
ん
け
ん
列
車
で
は
、
最

後
ま
で
じ
ゃ
ん
け
ん
で
勝
ち
続

け
た
子
ど
も
に
「
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
メ
ダ
ル
」
が
授
与
さ
れ
、
と

て
も
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
最
後

に
、
そ
れ
ま
で
競
い
合
っ
た
子

ど
も
た
ち
が
互
い
に
手
を
取
り

合
い
ホ
ー
キ
ポ
ー
キ
を
踊
り
友

好
を
深
め
ま
し
た
。

　
精
一
杯
が
ん
ば
り
、
悔
し
い

思
い
出
、
楽
し
い
思
い
出
を

作
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
目
の
あ

た
り
に
し
、
逆
に
子
ど
も
か
ら

感
動
を
与
え
て
も
ら
っ
た
思
い

で
し
た
。
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対
抗
リ
レ
ー
、じ
ゃ
ん
け
ん

列
車
に
み
ん
な
大
張
り
切
り

　

子
ど
も
か
ら
〝
感
動
〞
も
ら
う

　
―
民
間
保
育
園
大
運
動
会

は
、
委
任
状
を
含
め
95%

を
超

え
る
。
今
年
は
ブ
ロ
ッ
ク
創
立

30
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
よ
り

一
層
会
員
園
が
団
結
し
、
今
こ

そ
襟
を
正
し
、
各
園
が
し
っ
か

り
と
し
た
運
営
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

�
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